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米国金融政策（2025年6月FOMC）
4会合連続で政策金利の据え置きを決定

1/1

2025年6月19日

不透明感が強い状況で追加利下げを急がない姿勢を継続

FRB（米国連邦準備制度理事会）は6月17日～18日（現地）にFOMC（米国連邦公開市場委員会）を開

催し、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを4.25～4.50％で据え置くこ

とを決定しました。また、保有証券の縮小ペースは国債で月額50億米ドル、住宅ローン担保証券で月額

350億米ドルを維持しました。

声明文は「経済見通しを巡る不透明感は和らいだものの依然高い」とした上で、「2つの使命（物価安

定と雇用最大化）に対する両側のリスクに注意を払っている」と指摘しました。実際、景気見通しは下方

修正された一方で、インフレ見通しは上方修正されました。注目されたFOMC参加者の2025年末FF金利見

通しは中央値で3.875％と、前回3月から変化はありませんでした。パウエルFRB議長は「政策スタンスを

調整する前により多くの情報を待つことができる状況にある」と述べ、様子見姿勢を維持しました。もっ

とも、年内利下げ見送りを想定する参加者は7人と前回の4人から増加しており、意見に相違も見られます。

今回のFOMCでは政策スタンスに大きな変化はなく、金融市場の反応は総じて限定的でした。FF金利先

物によれば、次回の利下げは9月の可能性が高く、年内2回弱の利下げが引き続き織り込まれています。目

先はトランプ政権と各国の通商交渉の行方ならびに経済動向に注目が集まります。議長は「金利見通しに

強い確信を持っている人はいない」と発言しており、政策調整時期を柔軟に探る段階にあるとも言えます。

FF金利の実績と見通しFF金利と米国債利回り

（出所）ブルームバーグ

※FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（2022年1月初～2025年6月18日）（％） （％）

※FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

SOFRは担保付翌日物調達金利の略（出所）FRB、ブルームバーグ

（FF金利：2022年1月初～2025年6月18日）
（SOFR金利先物：2025年7月～2027年12月）

（FOMC参加者のFF金利見通し：2025年末～27年末）
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SOFR金先：6月FOMC後

FOMC参加者のFF金利見通し：3月

FOMC参加者のFF金利見通し：6月
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